
4 月 10 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

活動場所 未来夢 活動の様子の写真

実施日程 令和7年9月3日（水）14：30～15：00 成果物の写真

利用者数　等 15名

＜目的＞ 利用者の知識・能力向上に係る実施のねらい

利用者にとってのメリット

＜成果＞

実施した結果・得られた成果

課題点

連携した結果に対する意見または評価

今後の連携強化に向けた課題

今後も利用者支援に於いて、就労支援部会や就労支援意見交換会等、積極的に参加し関係機関との連携をはかる。

①以前、一般就労を受ける際、一人で求職活動を行い数十社落ちた。今後は支援者と連携して動こうと思った。

②体調管理を甘く捉えている部分があった。就労を行う上の重要な土台であると理解出来た。

③関連機関が多く役割、利用の仕方が良くわからなかった。 障害者就業・生活支援センターの説明を受けて利用の仕方がわかった。

自分の特性や得意・不得意を理解し、職場で求められる力や一般企業で必要なスキルを

身につけることを目指す。また、困ったときに相談できる支援機関を知ることで、就労に

向けた自信と安心感を高め、安定した職業生活の基盤を築き職場定着が出来る

実施した利用者の知識・能力向上に係る実施の概要

連携先企業（担当者） 障害者就業・生活支援センターもしもしネット　永淵　亮孝　様

利用者からの意見・評価

参加した利用者からの意見・評価

※　ホームページへの公表に当たっては、利用者の個人名は記載せず、個人が特定されない形で記載すること。

　なお、利用者が記入した書類に関しては、事業所で保管すること。

貴職員対象に「就労に向けて求められるもの～自分自身を知る～」をテーマに一般就労希望者にとって「職場で求められる力」を準備しておく必要性、「一般企業で働くうえで大切なポイント」と「自分自身を知ること」をお伝え

いたしました。貴職員との意見交換の場では、利用者様の気づきと動機づけをどのように行うか、といった現状の支援で抱えるリアルな話しや支援力UPの必要性を熱心に話されていました。

利用者様のニーズに合わせて、一般就労へ送り出すために積極的に取り組まれている事業所であると感じました。

連携先の企業や事業所等の意見または評価

電話番号 （0942）85-8426 対象年度 令和7年度

利用者の知識・能力向上に係る実施概要

『就労に向けて求められるもの』

研修を受けたことで、自分の強みや課題を客観的に把握でき、適した職種や働き方の方向性が明確

になる。職場や一般企業で必要とされる基本的なスキルや求められる力を身につけることで、就労

後も円滑な人間関係や業務遂行が可能となる。また、困ったときに活用できる支援機関や相談方法

を理解したことで、不安や課題を一人で抱え込まず、適切に支援を受けながら働き続けられる環境

が整を整える事が出来る。その結果、自信を持って就労に臨み、安定した就労を継続する力が高ま

る。
一般就労希望者以外にも当てはまる部分が大いにある旨を説明したが『自分は一般就労しないので関

係ない。』と捉えている利用者がいた。

自分が気が付いていない部分や不足している能力、職場が何を求めているか学ぶ機会となる

もしもしネット様から職員が受講した『就労に向けて求められるもの』に関する講義をサービス管

理責任者から在籍利用者名に講義を実施

2026年（令和8年）

住　所 佐賀県鳥栖市古賀町328-1 管理者名 丹羽　友行

就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書

事業所名 未来夢 事業所番号 4111100493

様式２


